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環境化学物質の健康影響
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Science

Novel entities
（含新興化学物質)

成長や
後発的な
健康影響
の原因？

有害
化学物質

化学物質の環境影響は
（ヒト健康への影響を含めて）
十分評価されていない

化学物質に対する感受性が高い
発達期における有害性評価・
体内動態評価が不十分

↓
方法論的に鋭敏でかつ、信頼性
の高い評価法の開発が求められ
ている

健康影響評価の問題点

？



研究概要：化学物質の発達期における中枢神経系影響

内分泌撹乱物質の脳の性分化影響 社会的コミュニケーションに与える影響

行動柔軟性など脳高次機能への影響
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神経細胞・神経膠細胞への影響

Sano, Suzuki, Tsukahara, Maekawa et al.
Environment International, 2020

リン系難燃剤等のエストロゲン様物質が
行動や脳構造へ与える影響評価

Kimura, Suzuki, Maekawa et al. Environment International, 2020

新生仔期マウスの超音波発声波形解析による
臭素系ダイオキシンの発達神経毒性評価

Maekawa et al. Neurotoxicology 2013
無機ヒ素が細胞の形態や機能に与える影響評価
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無機ヒ素・メチル水銀が脳高次行動に与える影響
Aung, Tsukahara, Maekawa et al.Front. Neurosci., 2016

新興化学物質
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今後の研究展開
行動研究の高度化・自動化・標準化 複数機関統一試験法による信頼性の確保

非哺乳類モデルを用いた多面的影響評価
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遺伝的背景と環境の相互作用

脳の性分化・高次機能・社会的コミュニケーションの基礎的理解
Maekawa  et al. (2013) Nature Communications 4:1372 等

農薬の催奇形性 独自の視覚学習評価遺伝子組換え動物を用いた影響評価

全自動行動記録装置による実験系の構築

ビックデータ解析

神経科学分野における先端研究
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